
大崎市立古川西小中学校 開校式 校長挨拶 

本日、令和５年４月２２日、大崎市立古川西小中学校開校式に際し、大崎市長 伊藤 康志 様、教

育長 熊野 充利 様、教育委員 堀 智恵子 様にお出でいただきました。ありがとうございました。ま

た、来賓として市議会議員 鹿野 良太 様、古川西中学校閉校・開校準備委員会委員長 本田 幸

一 様を始め、ご来賓の皆様にご臨席を賜りましたことに心より感謝申し上げます。 

 

また、大崎市初の義務教育学校を開校するに当たり、市教育委員会はもとより、古川西中学校元

校長 長沼 宗則 様を始め、各小学校校長、PTA会長、そして、各地区振興協議会会長、保護者、

地域、関係機関の皆様の長きにわたる御尽力に感謝申し上げます。 

 

さて、改めて会場を見渡しますと、来賓の皆様、そして、1年生から 9年生までの意欲に満ち、瞳を

輝かせている児童生徒 337名、大勢の保護者の皆様、教職員５０数名、総勢 800名を超える皆さ

んが一堂に会して、開校式を迎えています。 

48年前の昭和５０年４月に古川西中学校が、旧志田中学校、旧東大崎中学校、旧高倉中学校と

統合して古川西部地域の学校としてこの地に産声を上げたように、本校は高倉小学校、志田小学

校、西古川小学校、東大崎小学校、古川西中学校が統合して、開校しました。 

この度の開校は、学校教育法改正による新たな教育の方向性を具現する「義務教育学校」の創

設を受けたものであります。大崎市初の義務教育学校という範疇にとどまらず、日本国として 21世

紀の教育、令和の学校としてのあり方の一つの答えとして創設された学校と位置付けることができま

す。これまでの学校教育が抱える様々な課題の解決を託されている学校、未来に「羽ばたく」学校と

も期待されているわけであります。 

 

このような社会の要請に応えるべく、本校の教育活動についてはお手元にある古川西小中学校グ

ランドデザインをご覧いただければと思いますが、改めてこの場をお借りして、特に大切にしていきた

いことを何点かご紹介いたします。 

１点目は、古川西小中学校は「みんなが集い、作り、育てる、みんなの学校」ということです。 

この開校の理念を大切にし、皆様と共有したいと思います。この理念は宮城県教育委員会、大崎

市教育委員会が推進している「地域学校協働教育」を推進していくことに他ならず、地域の学校とし



て保護者、地域、児童生徒、学校、関係機関がより質の高い教育活動の展開を目指すとともに、地域

の絆が深まり、地域の活力が高まることを期待するものです。この理念の達成のため、増築校舎建設

に当たっては小体育館 2階に「地域連携室」を設けています。どなたでも、いつでもお出でいただけ

るようにしております。地域と学校が元気になる魔法の部屋にしていきましょう。各小学校、西中の

「歴史を受け継ぎ未来を創る」学校になるよう地域の皆様のお力添えを、今後もお願いいたします。 

２点目は、古川西小中学校は「人権が守られ、安心が伝わる学校」ということです。 

児童生徒は一人の人間として認められ、「人権が保障される学校」を作り続けていくことが、人権

が守られ誰もが「生きたい、自由でありたい、幸せでありたい」という願いが保証される社会作りにつ

ながると考えています。社会や学校で起きている様々な問題は、自分と同じように他人を大切にする

という人権意識の薄さに起因しているとも考えられます。また、児童生徒の「学習機会の保証」を通し

て一人一人の「希望あふれる夢」に確実に近づける学校にしたいと思います。一人一人が「輝き」、

力が付き、学級に居場所があり、児童生徒が相互に絆を感じ、安心して学校に通える、そして、通う価

値のある学校「生きたくなる学校」作りを進めます。 

3点目は校歌です。 

旧高倉小の「稲穂、気高き」、旧志田小の「萌し、集え」、旧西古川小の「薬莱を仰ぎ見て」、旧東

大崎小の「健やかに、永久に変わらぬ平和を願う」、旧古川西中の「我ら、フレッシュ、フレッシュ」とい

う歌詞が取り入れられています。歌詞に加え音程もほとんど同じです。閉校した 5つの学校の思い

出とともに歴史と伝統を引き継ぎながらも新たな学校として独り立ちしていくという気持ちの表れと

捉えています。この校歌が古川西部地区の皆様が口ずさみ、児童生徒の友情と地域の融和と団結

が一層確固となると期待しています。 

 

結びに、保護者の皆様には、お子様の姿を通して通わせて良かったという安心を感じていただける

物と思う一方で、疑問や不安も感じることがあるかもしれません。古川西小中学校は小学校でもなく

中学校でもありません。児童生徒、保護者、教職員の誰もが初めて経験している学校です。これから

の教育活動において「大変」と感じることもあるかと思いますが、「大きく変わる、大きく変える」チャン

スと捉えていただきますようお願いいたします。 

最後に、前期ブロックの皆さん最後までしっかり話を聞くことができましたね。立派です。ありがとう

ございました。                        令和５年４月２２日 

大崎市立古川西小中学校  校長  笹 川 清 治 


